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（平成１９年度第５回）

● と き：平成１９年９月１８日（火） 午後６時３５分～午後８時３０分頃

● ところ：穂別町民センター 会議室ほか

● 内 容：①委員から出された課題の整理について

②まちの将来像について

「 」 「 」 、自然 と 健康 をキーワードにキャッチフレーズ が決まり～自然と笑顔あふれる美しいまち 穂別～

キャッチフレーズを柱にどの様なことができるのか、具体案への議論に入りましたが、課題が絞り込めずにい

ました。今回、各委員から出された課題等で既に行政又は他の機関・団体等で取り組まれている現状を事務局

が説明し、一旦整理する形で課題を据え置くことで確認されました。

①により整理された課題を【自然・景観】と【産業】にジャンル分けし、グループ編成によりキャッチフレ

ーズに向けたまちづくり議論を行うこととしました。議論過程では具体化に向けて、公共施設や自然景観の活

用を視野に入れて議論されることとなります。

【自然・景観】グループ 【産業】グループ

（委員から出されている具体案） （委員から出されている具体案）

※ 各グループで具体案の中から課題を絞りながらめざす姿を議論し、一つ形となるものを創り出す。

住 民 社協、愛誠会等の福祉団体等

まちのめざす姿

自 治 会 農協、商工会、森林組合等の経済団体等

行 政

早速、グループに分かれて次回以降議論する課題事項等が議論されました。グループ毎に議論され、出され

た意見等は裏面をご覧ください。
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第１３回穂別地域協議会が開催されました



【自然・景観グループで出された主な意見】

主要なテーマの一つ ～ モデル地区も想定した並木づくり ～

● 各集落入口付近に桜並木を整備する。

● 旧穂別町で各通りに特色のある樹木を植えて○○通り、△△通りとする整備計画があった。

● モデル地区を選定するなどして地域に働きかける。

● 穂別市街地の街路樹（メタセコイア）も綺麗で素晴らしい。

● 京都などは自分たちが楽しむために並木を造った。

● 穂別を並木のまちとする。

等々の意見が出されました。

※ 次回以降も更に具体化に向けた議論を深めることとなります。

【産業グループで出された主な意見】

主要テーマを「地産地消の推進」とすることとされました。

※ 「地産地消の推進」は特産品のＰＲとも大きな繋がりがある。

● 地元の人が地元の物を食べられる環境づくり

● 生産者のみではなく地域の方々が特産品等を販売できる店舗と環境づくり

● 直産所の開設（価格調整の必要性と販売体制の確立）

※ 参考としてニセコ町と長沼町の「道の駅」での成功事例が話題となりました。

● 生産者の顔が見える販売体制の確立

● 産物による季節限定という価値を利用する。

〔農産物等の生産・販売等に対する町内での取り組み等〕

（ＪＡ女性部）

① ふれあい市（春先の種苗販売、農業まつり、１１月の長いも販売等で３回開催している ）。

② 収穫祭～地元産物を利用した一品料理を持ち寄った試食会等

※ 次回以降も更に具体化に向けた議論を深めることとなります。

地域協議会委員が次のとおり変更となっております。

昨年の８月に穂別地域協議会が発足後、委員として会議に参加して頂きました窪田さんと藤岡さんが地域協

議会委員を降りられました。地域のために貴重なご意見を頂きありがとうございました。これからもむかわ町

の行政の推進に対しましてご助言をお願いします。後任には田中波留美さんと藤崎寿さんが委嘱され、その日

から積極的に活動されております。よろしくお願いします。

※ 地域協議会の議論内容を詳しく知りたい方は、地域協議会事務局までご連絡下さい。

■日時：１０月２６日（金） 午後６時３０分から

■場所：穂別総合支所 委員会室（２階）ほか

■内容： 自然・景観 「産業」毎のグループに分かれて具体案「 」、

の検討を行います。

※ 会議は傍聴できますのでお気軽にお越しください。

（ ）窪田典子さん → 田中波留美さん 平成19年6月26日から

藤岡孫一さん → 藤崎寿さん （平成19年8月30日から）

地域協議会合同研修

会を11月22日（木）

に開催する予定でい

ます。詳細が決まり

次第改めてご案内申

し上げます。




